
　「弥
やよ い

生の館
やかた

むきばんだ」では、弥
やよ い

生人
じん

たちの生
せい

活
かつ

を想
そう

像
ぞう

でき

るような展
てん

示
じ

物
ぶつ

を、実
じっ

際
さい

に手
て

にとって見
み

ることができます。そ

の展示物の中
なか

に弥生人たちが食
しょく

料
りょう

にしていた動
どう

植
しょく

物
ぶつ

が展
てん

示
じ

して

あります。シカ、イノシシ、ウサギ、タヌキ、カエルといった

動
どう

物
ぶつ

や、キジ、ヤマドリ、サギ、カモ等
など

の鳥
ちょう

類
るい

です。米
こめ

等
など

の穀
こく

物
もつ

や木
き

の実
み

、野
や

菜
さい

、魚
さかな

等
など

と共
とも

にバランスのよい食
しょく

生
せい

活
かつ

をしてい

たことも、弥生人の骨
ほね

の分
ぶん

せきから分
わ

かっています。

　もちろん豊
ゆた

かな森
しん

林
りん

ですから、これらの動物たちのえさに

なった昆
こん

虫
ちゅう

もたくさん住
す

んでいたでしょう。今
いま

も、ここ、むきばんだ史
し

跡
せき

公
こう

園
えん

の弥生の森には、様
さま

々
ざま

な種
しゅ

類
るい

の昆虫がいます。トンボ、バッタ、チョウ、カブトムシ、ハチ等
など

たくさんの虫
むし

を観
かん

察
さつ

することができます。

　今
こん

回
かい

は、昆虫を観察して、記
き

録
ろく

に残
のこ

す方
ほう

法
ほう

について体験してみることにしましょう。

　むきばんだにいる昆虫をつかまえて、観察をしてみましょう。

昆虫にはサナギになるものならないものがあります。サナギにならない昆虫は、次
つぎ

のうちどれでしょう？
①チョウ　②バッタ　③トンボ　④ハチ　⇒　（　　　　　　　　　）

クイズ

「昆虫の標
ひょう
本
ほん
作
づく
り」に挑

ちょう
戦
せん
しよう！

【準
じゅん

備
び

】弁
べん

当
とう

箱
ばこ

などのとう明
めい

な容
よう

器
き

（タッパーなど）、だっしめん、防
ぼう

虫
ちゅう

ざい、かんそうざい、ピンセット

むきばんだ
弥 生 体 験
カ ー ド 昆

こ ん

虫
ちゅう

博
は か

士
せ

体
た い

験
け ん

～弥
やよい
生の森

もり
の小

しょう
動
どう
物
ぶつ
～1 3

❸１週
しゅう

間
かん

ほどして虫が十
じゅう

分
ぶん

にかわいた
ら、かんそうざいを取

と

り出
だ

して、防
ぼう

虫
ちゅう

ざいを入
い

れて保存します。

❷かんそうざいの上
うえ

にだっしめんを入
い

れたとう明な容器の上で、足
あし

などを
ピンセットで整

ととの

えます。※2

❶つかまえた虫は、生
い

きたままにして
おくといたむので、冷

れい

凍
とう

庫
こ

に入
い

れる
か、薬

やく

品
ひん

の入
はい

った容器に入れ、保
ほ

存
ぞん

します。※1

❹発
はっ

ぽうスチロールの台
だい

等
など

の上で胸
むね

の
真
ま

ん中
なか

の少
すこ

し右
みぎ

にとめばりをうち、
まち針

ばり

で固
こ

定
てい

してかわかす方
ほう

法
ほう

もあ
ります。

❺標
ひょう

本
ほん

には、虫の名
な

前
まえ

、日
ひ

付
づ

け、採
さい

集
しゅう

地
ち

、採
さい

集
しゅう

者
しゃ

を
記
き

入
にゅう

したラベルを付
つ

けま
す。

コバネイナゴ
2011年９月20日

鳥取県西伯郡大山町妻木
晩田　太郎

◎竹
たけ

ぐしでバナナの表
ひょう

面
めん

にたくさんの穴
あな

を開
あ

けて、半
はん

日
にち

しょうちゅうにつけておきます。
夕
ゆう

方
がた

カブトムシのいそうな木
き

につるして、
暗
くら

くなってから確
たし

かめに行
い

ってみましょう。

わなをしかけて、カブトムシをつかまえよう。

※1．薬品：化
け

しょう品
ひん

の除
じょ

光
こう

液
えき

など。　　※2．ちじこまった足はぬるま湯
ゆ

や水
みず

などでやわらかくします。
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クイズの答え…②③

※�みなさんは、何種類の昆虫標
ひょう

本
ほん

を完
かん

成
せい

させましたか？　今
きょう

日の「昆虫博
はか

士
せ

」体
たい

験
けん

で発
はっ

見
けん

したことやわかっ
たこと等

など

、感
かん

想
そう

をまとめてみましょう。
　

　

　

　

　昆虫の多
おお

くは、幼
よう

虫
ちゅう

から成
せい

虫
ちゅう

になるときに姿
すがた

を変
か

えます。このことを変
へん

態
たい

といいます。バッタやセミ、トンボ等
など

は、

幼虫の体
からだ

は成虫とよく似
に

ていて、幼虫の背
せ

中
なか

には小
ちい

さな羽
はね

が見
み

えます。このような昆虫は、幼虫から直
ちょく

接
せつ

脱
だっ

皮
ぴ

して

成虫へとなります。ところが、チョウやハチ、カブトムシ等
など

は、幼虫と成虫の姿
すがた

はまったく異
こと

なっており、幼虫か

らサナギをへて成虫となります。なぜ、サナギになるのかは、幼虫の状
じょう

態
たい

でえさを大
たい

量
りょう

に食
た

べて体
からだ

を大
おお

きくしてから、

さなぎの中
なか

で体の構
こう

造
ぞう

を大
おお

きく変
か

える必
ひつ

要
よう

があるからなのです。

豆 知 識 2 成
せい

長
ちょう

と共
とも

に姿
すがた

を変
か

える昆
こん

虫
ちゅう

たち

　妻木晩田遺跡にはたくさんのバッタの仲
なか

間
ま

がいます。夏
なつ

から秋
あき

にかけてたくさんの種
しゅ

類
るい

のバッタを見
み

ることがで

きます。その姿
すがた

かたちは様
さま

々
ざま

で、変
へん

化
か

にとんでいます。また、それと同
おな

じように晩
ばん

秋
しゅう

に見
み

られるカメムシも様々な

形
かたち

のものがいます。まだ、見たことのない、めずらしい形の虫も見つかるかもしれませんね。ぜひ探
さが

してみてくだ

さい。

弥生の森の昆虫たち豆 知 識 3

　弥
や よ い

生時
じ

代
だい

の遺
い

跡
せき

から発
はっ

掘
くつ

された、銅鐸や土
ど

器
き

には、様
さま

々
ざま

な種
しゅ

類
るい

の絵
え

がえがかれたものがあり

ます。その絵の中
なか

には、カマキリやクモ、トンボ、

カエル、イモリ、カメ、カニ等
など

数
かず

々
かず

の小動物が

登
とう

場
じょう

します。祭
まつ

りに使
つか

われる銅鐸にえがかれて

いることから、これらの生
い

き物
もの

たちは、弥生人

たちの生
せい

活
かつ

の中で、大
たい

切
せつ

な意
い

味
み

を持
も

っていたと

考
かんが

えられます。

豆
まめ

知
ち

識
しき

1 銅
どう

鐸
たく

にえがかれた小
しょう

動
ど う

物
ぶ つ

たち

ショウリョウバッタ コオロギ イナゴ ウマオイ

チョウトンボカメムシカマキリ

兵庫県桜ヶ丘遺跡出土銅鐸
トンボ、イモリ、カマキリ、カエル、クモ

写真提供　神戸市立博物館
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